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た。 



眷 目次 

序 I 綱渡りの 現実 I 移民 通信 I プラム パゴ 中隊 I 空の 

脱走 者 I 死界 から I 



百姓 雑兵 I 飛ぶ 橇 II アイヌ 民族の 為め に 序 

僕が 詩の 仕事の 上で、 抒情詩の 製作に 許り、 執着し 

てゐ ないで、 長い 形式の 叙事詩 を も 手掛け 今後 も それ 

を 続けて ゆかう とする 気持に は、 色々 の 理由が ありま 

その 一 つの 理由に 挙げられる こと は 叙事詩 は、 短 か 

い 詩と はまた ちがった 持 味が あって、 将来 大衆の 詩に 

対する 興味と 愛着 を、 この 叙事詩の 完成に よって 一層 

ふかめられ ると 考へ てゐ るからで す。 

それに 詩人に しても、 抒情詩から、 叙事詩へ 移る こ 



ない 現実的な 環境と 必然性と を考へ 当分 この 長 詩の 形 

式 を 追求して いきたい 考 へです。 茲 〔くさかんむりの 

ない 玄玄の 形の 字〕 に 一 冊 まとめ 一 般 大衆の 批評に う 

つたへ る ことが 出来 得た こと を 僕 は 作者と して 悦 こば 

しく 思 ふ ものです。 
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大衆に 見せびらかして をく ジャ アナ リズム、 

そい つ を あやつる 成り 上り 者、 

彼等の 社会政策 は 死者から 始まる、 

—— 生者に 対する 礼 

おそらく、 そんな もの は 遠い昔の こと だら う 

ゴ ー ゴリは 死に際に 言った、 梯子 を 梯子 を I 

モ ォパッ サン は 言った、 暗い、 暗い —— と 

バイ ロン は 言った、 進め —— 進めと、 

なんと 三人 共、 

味の ある 遺言 だら うね 

諸君 はこのう ちの、 どれが 好き かね、 



と 



私 は 三つの 内で バイ ロンの 遺言が 一 番 好きだ。 

武藤山 治 は 撃 たれて 倒れる とき 叫んだ。 

—— 火葬場 問題 だ、 と 

なんて 慌てた 政治家の 遺言の 通俗的な ことよ。 

将校 は 支那 兵 を 撃って 

* * * 身 を 支 へ ながら 絶叫した、 

私 はかう した 人の 心理が 判らない 

その 時 戦地に は、 こ ほろ ぎが 

コロ コロコ 口と 鳴いて ゐた 



II 謎 か、 若しくは 

コ ホロ ギの 鳴く 音 こそ、 

疑惑に 対する 似合 ひの 答、 と 歌った 

ゥヰ 〔ヰ は 小文字〕 リ アム • ブレイクの 詩の 一 章 を 思 

ひだす、 

戦地の 血の したたり、 

無念 と さ けび 倒れ る 人 は 

いづれ も 今 は * * * * *、 

***** 謎 は、 コ ホロ ギ にきけ、 

私の 綱渡り は 軽 わざ 小屋の 大 てっぺんから 

観客が、 アツと 叫ぶ 瞬間に 墜 ちる、 



地面に はげしく、 たたきつけられて、 

私の 頭の 皮 ははげ 

むきだしの ザ クロの やうに 赤い 

夕刊で はかう 書 くだらう、 

II 軽 わざ 師某は 

前夜 少しく 酒 をのみ すぎて ゐ たと。 

この 報告の 単純化 は 

とんでもない 噓 つばち だ、 

綱渡りの 現実 を 知らない 人間の ために、 

私 はこの 長 詩 を ポケットに 

何時も 忍ばして おくの だ、 



—— そんな 格好 ぢゃ、 落っこちる ぞ、 

姿勢 を 崩しち や だめ だ、 

危ぃ つ II もっと 突 込んで、 

もっと 突 込 むんだ、 

私 は 最初 は 親方の いふ、 

突 込めと いふ 掛声の 意味が 判らなかった、 

I 突 込めと は 

お前の 生きた 二つの 眼で 

綱 を 力い つばい 凝視め ろって こと だ、 

綱渡り 商売 は 

すべ て 現実主義者で なくち や 駄目 だ、 



綱の 上で 惚れた 女の こと を 

考 へ ちゃ— 真逆 さま だぞ、 

一 度 は 落ちて 腰 をく ぢ いた 

一 度 は 額 を 割った 

なんて 綱 を 渡る ことの 血 まみれの ことよ 

ある 日、 親方の 部屋へ 龃 けこんで 

II 親方、 

け ふ は 一 番 てっぺん を 渡らして 貰 ひませ う、 

と言うと 親方 は ハタと 膝 をう つ て 

お、、 たうとう お前 も 

一 人前に なった のか、 



I お 客よ、 

靴屋よ、 

お前の 現実 は 

靴 以外に は 無い くせに、 

お前が 靴の 寸法 を 間違へ たら 

私が 喝采して やらう か。 

I お 客よ、 

文士よ、 

お前の 現実 は 

原稿紙の 枠 を 埋める 以外 にないく せに、 

お前が 駄作 を 書いたら 



f、 それ は 正しくない、 

綱 は 決して 四 斗 樽の 太さぢ やない、 

綱 はあくまで 綱の 太 さに 尽きる、 

君の 綱の 見方 は 

顕微鏡 的 現実 だよ、 

君 は 正しい リアリスト ぢ やない よ、 

君 は 間もなく 落っこちる だら う、 

批評家、 親方の —— 突 込めの 掛声に 

うっかり 乗ったら 大変な ことになるよ、 

親方 はまた 私に 言 ふの だ、 

—— 綱の 上で、 もっと 愛嬌 を ふりま くんだ ね、 



ゆったり と 結んだ 桃色 ネクタイ 

これが 私の 服装、 

ォ スカァ . ワイルド 風の 

唯 美 派の 道化 服の 手前、 

綱の 上で 悲劇的な ッラ をす る ことが 

調和 的で ない こと を 私 は 知って ゐる 

だが 別な 批評家 は 私に いふの だ、 

それで 良 いんだと —— 、 

現実主義と はすべ て 悲劇的な ッラ であると 

私 も それ を 正しい と 思った、 

苦痛の 中から 



どうして 笑 ひ を ヒリ 出す ことが 出来る か、 

親方の 私に 要求す る 笑 ひ は 

彼の 営業 政策から だら う、 

それ は 先 づぃゝ として、 私 は 私自身で 

綱の 上から 真実に 笑 ひたいんだ I 。 

観客に 向って、 こぼれる やうな、 

笑 ひ を 伝へ たい、 

兄弟子 は 私に 言 ふ、 

—— 君 は、 綱 を もっと 動か すんだ ね、 

私 は 驚ろ い て 彼の 顔 を 見 あげた、 

顕微鏡 的 眼ではなくて、 



生きた 眼で 綱 をみ よう、 

また 綱 を 正しい 綱の 太 さとして みょう、 

然し 綱 は 危険に さらされて ゐ るの だ、 

これ は 動かぬ ものと して 考 へる 以外に 

渡り 方が あらう か、 

それに 兄弟子 は —— - 

綱 を 現実 を —— 更に 動かせと いふ 

私 はすべ て を 諒解した 

ゆらり、 ゆらり、 と 綱 を 動かして 見た、 

私 は その 動かし 方 を 次第に 強く 

もっとも 調和 的な 形で 



- 人間が 理想 を とら へ るんだ。 

- 綱が おれ を 動かす んぢ やな い 



—— おれが 綱 を 動かして や るんだ。 

—— 友よ、 観客よ、 靴屋よ、 文士よ、 

君 等 も 君 等の 現実 を 

狼の やうに 咬へ て ふりま はせ。 

観客 諸君 I 、 

私 は 何時か この 綱の 上から 墜 ちて 死ぬ だら う、 

私の 墜落 は 二 ュ— トンの 引力の 法則に 依る、 

だが 友よ、 



移民 通信 

車中から (第 一 信) 

日本の ルンべ ン 諸君に 向って 

移 民団 第 一 信 をぶ つ 放す 



今頃 は、 お前 は 相 変らず オン ボロ、 オン ボロ、 

長い ボロ 着のお 引きずり 

ワカメの 行列 だ、 

舗道に 唾 をべ ッ とはいて 

ぶつぶつ 眩 やいて ゐる だら う。 

おれたち 移民 四十 八 名 は 

もう 間もなく、 下 関に 着く 

引率者 は 良い男 だ、 

女の やうに 優しく、 

おれたちに 平等で、 親切で、 良い 監督 だ、 

育ちが い ゝ から 11 楊で 



海峡から (第二 信) 

親愛なる 日本の ルン ぺ ン 諸君、 

俺に もう 一 ベんだ け 手紙 を 書かして くれよ 

おれ は 相 変らず ョ ダレが でて きて 

しゃう がな いんだ、 

ぬぐっても、 ぬぐっても、 

ダラ ダラ 垂れ やが るんだ、 

さう いふ 時 は、 しんみりと 



引率者が、 俺達 をホ— ムに 

並べて おいて、 かう 演説した、 

光栄 ある 移民 諸君 —— 。 

政^: は、 句 故に 

ルン ぺ ン 各位に、 

わざわざ、 御 武装 を 願った か、 

失業者、 山野に 満ちる 時、 

何故に 諸君が、 

特に 選ばれて、 

生命線に 乗 出す か、 

それが、 所謂、 



その 時 移 民団の 列から 

眼に いっぱい 涙 をた め 

ス ウス ゥ 鼻水 を、 すすり あげて 

一 歩 前へ、 のり 出した の は 

てめ いも 知って ゐる八 公、 あいつだった、 

II お、、 旦那、 わし は、 いささか 代表 

いたしまして、 はい、 左様で ござります、 

へ い、 お有り 難う 御座ります。 

あの ウス ノロ 野郎、 八 公が 

人前へ 出て 一 席 弁ずる と は 思 はれなかった ね、 

おら 驚ろ いて、 奴の 顔 を 見た よ、 



ルン ぺ ンと 失業者の 

区別の 判らね い 奴 は 

こ つちから お断り だ、 

働きたい 失業者が 国に のこって 

働きた くねい、 俺達 ルンペンが 就職す る 

まったく 目玉 パ チクリ もの だ、 

その上、 名誉が 天から 降って くると は I 

名誉と いふ 奴 は 

旗 を 振ったり、 徽章 を 貰ったり、 

バン ザィを 叫んだり、 

官費で 旅行 をしたり、 



シラミ がたかった やうに 心臓が 

力 ュ ク なる もんだ と 思った ね。 

ところが 船中で、 わしら の 引率者が、 

おれたちに 一 枚 宛 紙 を 渡した、 

先方に 着いて からの 時間割 だ、 

八 公 は、 これ を 一目 見る と 青くな つて 叫んだ、 

—— こいつ は、 不服 だ、 

午前 四時 起床、 点呼、 農業 **、 

午後 七 時 消燈、 

これに や、 ゴミ箱 あさりの 

時間が 書き込ん でね いや、 旦那、 不服で さあ、 



大根役者 はいつ も 

舞台の 隅つ こに かたまって 

お 客の 聴き とれない やうな 声で 

クチャ、 クチャ やる、 

支那の 兵隊 は 名優 揃 ひ 

けちな 芝居 はうた ない、 

彼等 は 胸 を 撃 たれ、 血 を 流した 剎那 

切実な 悲鳴 を あげてぶ つ 倒れる。 

II 切実な 悲鳴、 

どこの 兵隊で も 死に際に は 

切実な 声 を あげる —— 



何時の 間のに か種属 保存と 

本能 的な 自体 保護と を 覚えて しまった、 

空 を 飛び あるく 奇妙な 植物 

きの ふ は 百 支 里、 北に —— 

け ふ は 二百 支 里、 南へ —— 

支那の 兵隊 は 

戦争が 終る と 旗 を 捲 い て 四方に 散る、 

季節が くれば 集る、 

そして 満洲の 大 舞台 を 出没 自在、 

まるで 彼等 はプ ラム バ ゴ の やう だ 。 

, J の 愛す ベ きプ ラム バ ゴ 中隊が 



印刷工 場の 植字 ェ 上り、 

その 顔触れ は 種々 雑多で 

日本の 失業者の 顔触れ を 集めた ものと 

同じ やうな 産業 別 だと 

想像 すれば 間違 ひがない、 

編成 さ れた プラム バ ゴ 中隊、 

I 中隊、 前へ、 

—— 中隊、 龃け 足、 

II 中隊、 全速力、 

I 中隊、 飛行機より 早く、 

II 中隊、 悪魔の やうに 飛べ、 



だが 飯盒に は 一 粒の 飯 もない、 

世間に はこの 中隊長の やうに 

平凡な 一 語で、 切実な 訴へを 

沈黙させる y J とがす こ ぶる 多 い 、 

可哀 さう に プラム バゴ 中隊の 兵士 達 は 

一 日に 百 数十 里 (支那 一 里 は 約 六 丁) 

昼夜兼行、 中隊長に 追 ひま くられた、 

兵士た ちの 疲労 は 極度に 達し、 

顔 を 見合す 元気 もな く 

眼 玉 は ギヨ ロリ 白眼が 多くな り、 

唇 は 乾燥し きって 



咽喉 を 引つ 搔 くもの、 

II 中隊 出発、 

—— 中隊 全速力、 

またもや 悪魔の やうに 走り だした、 

人間界で 醜態と 名づ けられる 行為が 、 

だんだんと 色 濃く 兵士 達の 

行動の 表面に 現 はれ だしてき た。 

兵卒た ち は 荒 くれ 男、 

だが 中隊長の 体に 手 を かける やうな、 

勇敢な 男 は 一 人もゐ ない、 

ズラリ と 兵士た ち をなら ベ て をいて 中隊長 は 



兵士の 額に むかって 訓示 をし 

それが 終る と、 くるりと 廻れ 右 させて、 

今度 は 兵士 の 後頭部に 命令した、 

すると 彼等 は、 しゃにむに 走った。 

額 を 訓示で 撫でられて 

後頭部 を 命令で 殴られた やうに —— o 

兵士の 不格好な 頭に は 

どこに 大脳が あり、 どこに 小脳が あり、 

神経中枢 は どの辺に あるか 

支那の 指揮官 は 

ちゃんと 兵卒の 頭の 構造 をし つ てゐ る、 



指揮官の 声 を 後頭部が 

次ぎ 次ぎと 引き取 つ て 

—— 命令 を 伝へ る だけ だ、 

兵卒が こんな 心理状態に 陥る と 

指揮官 は 機嫌が よい、 

敵に 接近す るまで は 

指揮官 はこの 兵士の 固まり を 

右^. - 回.! り、 左 こ. 1 ^り 

あらゆる 側面から 声をかける、 

小さな 村に 到着した とき 

兵卒た ち はへ トへト になり 



彼 は 胸 を 張り、 大きく 一 つ 呼吸 をした と 見る 間に 

天地に 轟く 声 を張リ あげて 

I 中隊、 出発 

と呶 鳴った もの だ、 

豚 を 囲んで ひしめき 合って ゐた 兵卒た ち は 

驚いて 地上に 一 尺 も 飛び 上り 

瞬間、 不動の 姿勢 をし、 

たちまち 味覚の 妨害に 憤りが 爆発し、 

腰の 剣 を 一 斉に 抜き放ち 

たが ひに 口々 に 

II 畜生、 



こんな 豚 喰へ るか —— 、 

こんな 豚 喰へ るか —— 、 

と 気 狂 ひの やうに 豚に 切りつ け、 

唾 を 吐き かけ 

豚の 原型 をな くす る ほど 

切って 切つ て 切り まくり、 

御 叮嚀に も 誰か ^ 小便まで ひっかけた、 

—— 中隊、 駆け足 

II 飛行機より 早く、 

I 悪魔の やうに 飛べ、 

兵士 は 走った、 



どこの 包へ 押し入った 兵士 もみつ けた、 

期せず して 幕の 蔭の 可憐な * * * * * * 

奪り 放題に とびか、 つた、 

中隊の 兵士の 数 だけ 

娘の 数が ゐ ると は 

なんとい ふ 神 は 公平な もの だら う、 

と 彼等 は 心に 思った、 

若し 一 人 だけ 娘の 数が 足りなかったら、 

きっと 二人の 兵士 は 決闘 を 始め、 

どっち か 一 人が 斬り 殺されて ゐ ただら う、 

中隊長 は 笑 ひながら 全 中隊の 



兵士の 行動 を 観察して ゐる、 

包の 中で 兵士 は それぞれ 娘 を 押へ つけた、 

娘 は 悲鳴 を あげて 必死と 抵抗し、 

蒙古 娘が 力が 強かった し、 

兵士 は 腹が ぺ コぺ コで 力が 抜けて ゐ たから、 

おかしな ことに は 娘 は 跳ね起きて 

どこの 包の 中で も 兵士が 娘に 組みし かれた、 

兵士 は 苦し まぎれに 娘の 手 を 引つ 搔 くと 

II この 助平 兵隊 奴、 

娘 は 兵士の 頭に 拳骨 を 喰 はせ る、 

兵士 はたい へんな 暇 を かけて 



やっとの 思 ひで 娘 を 組みし いた、 

II もう 大丈夫 だ、 

なんて 気の 荒い 狼 ムス メだ らう、 

組みし きながら 右手で 

やさしく 娘の 肩 をた たきながら 

左手で ズボンの 釦の数 をかぞ へて ゐる、 

兵士の ズボンに は、 五つの 釦 

兵士 は それ を 四つ はずした 

五つ 目の 釦に指 を かけた とき 

I 中隊、 出発 

中隊長の 呶 鳴り 声 



兵士 は 驚ろ いて 飛び 上る 

II い、、 畜生 

こんな 豚 喰へ るか、 

こんな 豚 喰へ るか、 

いやと いふ ほど 娘の 横ッラ を殴リ つけ 

恐怖に ふる へ る 娘 を 尻目に 

兵士た ち は プリ プリ 怒 つ て 集合す る、 

彼等 は 頭 を 痙攣の やうに たて 横に ふりながら 

畜生、 畜生とう なる、 

ひしひしと 迫る 饑餓と 疲労と に 

もう、 この 世に 



喰へ る ものと い つたら 

何 一 つな いんだ 

彼等 は 心に かう 思 ひこんで しまった 

I 中隊、 前へ 

—— 中隊、 龃け足 

兵士た ち は 理由の わからぬ 憤怒が 

しだいに 波の やうに 

高まり こみあげ てきた、 

敵が 近づ い てく る やうな 予感が 

一 層 この 憤怒 をけ しかけた、 

プラム バゴ 中隊の 兵卒 は 



砂地 をす ぎ、 草原 をす ぎ、 丘 をす ぎた とき 

行 手の 銃声 は 豆 を 煎 る やうに 

益 々はっきり 聞え だし、 

中隊長の 顔 は 緊張し、 

兵士 は 焼 豚と 蒙古 娘 を ののしり、 

草 を 剣で 切り倒しながら 走り つ 、v ける、 

丁度 その 時、 プラム バゴ 中隊と 

同じ やうな 心理状態、 

同じ やうな スピ— ドで、 

走って きたの は 日本の 一 個 中隊、 

丘の 高みで 二つの 敵 味方が ぶっかった とき、 



指揮官た ち は 思慮 深く 後退し 

樹の 蔭に 立 膝 をつ いて 

た、 V 一 語、 突撃 —— と 叫んだ、 

黄色い 土埃り が、 帯の やうに 天に 舞 ひ 上り、 

高く 前脚 を あげた 大きな 馬が 

二 頭取つ 組み合って 

しばし もみ 合 ひ 

金具 を ガチャ/^ 鳴らす やうに、 

何 か 不快な 金属の 触れ合 ふ 音が した かと 思 ふと、 

プラム バゴ 中隊の 全員の 上着 は 

みるみる 真 赤な 上着に なり 



それが 不思議 なんだ、 

どうして 諸君 は、 

あんなに 率直に 語る ことができ るかと I 

機関士 

可哀 さうな、 ヮフ ラメ ヱフ よ、 

君 はい ま、 歩いて ゐ るん ぢ やな いんだよ 

君 は 金属の 鳥に 乗って ゐ るんだ よ、 

しっかりして くれよ。 

見 給へ、 下 を、 



何て 早い 靴 だら う。 

私 はい ま 私の 運命 を 

短時間で 解決して しま はう として ゐ るんだ。 

もし 私が、 私の 所属 部隊、 

沿海 洲ヮ スク レミ H ンカ 飛行、 

第三 十 編隊 兵舎から 

この 満洲の 国境まで、 

テク つ て 来たと したら 幾日 か 、 る だら うね、 

想像しても 怖ろ しい こと だ 。 

あらゆる 河 を、 路々 呑み 乾しても、 

私の 苦痛に 乾きき つた 咽喉 は 治らぬ だら う、 



友よ、 この 空飛ぶ 靴 を 私に 借せ、 

同志 ド ミトリ ー 君よ、 

君はパ ラシ ュ ー トで 飛び降りれ I 

君 は ソビヱ ットに 降りれ —— 

私 は 機体 を 満洲 国 へ 突入しょう。 

機関士 

君 はまる で駄々 つ 子 だよ、 

一 台の 飛行機に 

一 一 つの 闘争が 乗って ゐ るんだ よ、 



操縦士 

私に は 判らない の だ、 

私 は 君の 友情の ために 苦しい の だ、 

私 は —— 君 を 同乗 させ て 

きたと いふ こと は 失敗だった、 

私 は 反ソビ H ットの 犬 を 

乗せて きた 方が、 ずっと 気楽だった、 

私の やうに ソビ H ットを 

逃げ出した い 奴が 沢山 ゐ たの だから。 



試験飛行 のために、 

新しい モ— タ ー を 装備して 

我々 の 飛行機 は 離陸した II 

我々 に 与 へられた もの は 飛行機であって、 

決して 脱落の 自由ではなかった、 

ソビヱ ットを 飛び去る 自由ではなかった 害 だ 

操縦士 

私に とって 試練の 日であった —— 、 

出発の 時、 隊長 は 



君 は 拳銃 を も つて 私 を 射殺しよう ともしな い 

君はパ ラシ ュ ー トで 降りようと もしない。 

ドミ卜 リ —よ、 

いま 我々 の 飛行機 はソビ H ット を、 

離れ つ、 ある、 

君 は、 早く 君 自身の 処置 を とってくれ、 

君 は、 君の 愛する もの を 離れつ、 ある、 

君 は ソビヱ ットを 愛して ゐる のか、 

それとも 愛して ゐ ない のか、 言へ。 

機関士 



私 はソビ ヱ ットを 愛して ゐる、 

そのために こそ —— 

私 は 私の 愛する 君と、 行動 を 共に する 

雲の 中に 君 は 父親 の 幻影 を 見 給 へ 、 

私 も それ を 見よう、 

君の 父の 死 は、 

曾って 歴史に 現 はれた ことがない 

新しい 死の タイプ だ。 

ソビ H ットに 反逆す る 人々 を 

我々 は ギロチンの 上へ おくる。 



軍隊で は 上から 下まで 

厳罰 主義 で つらぬかれて ゐる。 

笑 ひながら 上官 は 部下 をう つ、 

部下 は 笑 ひながら 打 たれる、 

あいつら の 苦痛の 性質が まるでち がふんだ。 

なんとい ふ 理解し がたい こと だ。 

機関士 

力尽きた 鳥よ、 

聴け、 発動機の 音 を I 、 



よろめく 足取りに 驚ろ いて くれるな 

露満 国境 の 線 を 縫 つてと ぶ、 

千鳥足の 苦悶 を、 あざ笑へ、 

ソ ピエットから 平穏 を 

急速に のぞむ ものが、 次々 と 現 はれる 

新しい 苦しみの 登場に 堪 へなかった の だ、 

そして 陥る ところの 心理的 空白の 路 

または ソビ H ット に対する 

一 面 的 狂信 主義者が たどる 幻滅の 路、 

これらの 人々 の路 はこ、 の 国境に 展 けて ゐる 



ド ミトリ— 君よ， 

だが 君 は 敗れて はゐ ない —— 

君 は 私の 脱落の 同伴者と ならう とする、 

私の 理解し がたい こと だ —— 

君 はと どまれ、 

君に とって 輝 やかし い 祖国へ、 

それが もっとも 正しい 路の やうに 思 ふ、 

君 は 東洋 ゃョ ー 口 ツバが 

どの やうな ところ か 想像して み 給へ、 

そこに はソビ H ットの やうな 苦痛がない、 

私の 求める 平穏が ある —— 。 



死の 平穏が 11 。 

機関士 

そうだ 死の 平穏が —— 。 

底に は 激しい 動揺の 苦痛が、 

私 は それ を 怖れない だら う。 

私 は 国境 を 守備す る もの だ。 

同時に、 国境 を 無視す る もの だ。 

私 は 君と ともに 幾つで も 国境 を 越えて 行かう 

君 は 知って ゐる だら う、 



濃 藍色の 生の 世界 を 見 透す 

じっと 諸君の 傍の 

赤い ランプ をみ まも つて ゐる 

光りと 生命の 明滅 を、 

フッと 光り は 消された 

暗黒の 中に 諸君と 

私 は 何 を 待って ゐる のか、 

知れた こと だ、 

灯 を 点じられる こと を 待って ゐる 

時間の 変化の 中に 

点じられない 洋 g を 



行為 は讃 へられよう、 

死 は 前脚で 

生 は 後脚 

後脚 は いつも 

前脚に オペ ッカを 使 ふ、 

この チン バ の 馬の 

醜態の ために 

い たづら に 土 は 荒 ら される。 

駿馬の 闊達と した 足な みの 

毫 ン、 口 JI/ 、 

ま I - V ぎ 禾 J 

生死の 感動の 高まりの ために 



私 は 死の 門 を 開放す る だら う。 



百姓 雑兵 



草原に 鯨波の 声 はき こえて きた、 

まら わた 

腸 に ひ y きわたる 陣太鼓 

他人の 首 を 獲る 



権利 を 与 へ られ たる 大軍 こ、 にあり、 

緋 おどしの 鎧 は 華美と 位階と 

敵に 対する 威嚇と を 兼ね 備へ 

トツ トツと 馬 を 陣頭に す、 めて ゆく、 

II もの 共、 続け や あ —— 、 

と 武士 は 大音声に 呼ば はった リ、 

『もの 共 続け や あ』 とい ふ 命令 を 

現代語に 訳して みると 

『物質 共 続け や あ』 とい ふこと になる、 

すると 物質 共 は、 



わ あ、 わ あ 叫喚し 

味方の 大将 を 死なすな と 

雑兵 達 争って 

敵方の 陣に突 込む、 

—— 我 こそ は 一 番槍 なり 

II 続いて 太 倉 源 五郎、 二番 槍な り、 

—— 味方の 大将 こそ は 

我が 武勇の 程 を賞覧 あれ、 

『天晴れ、 出かしたり、 勇猛な リ、』 

みどりの 草原に 濛塵 たち 

オレン ヂ 色の 夕 映 を 背景に して 



いやいや 彼 は 今度の 戦 ひで は 

順調に いかなかった、 

か へ つて 鼻 を 削がれて 帰って きた、 

醜態と 名誉との 総決算 所へ 

ふうふう 馬の やうに 

鼻 穴 を ひろげて 

十三 個の 敵の 首の 

耳から 耳へ 数珠つな ぎ 

薯の俵 を 引いて くる やうに 

首 を) J ろ) J ろ 陣営に 引 いてきた の は 

単なる 一 雑兵に すぎない、 



風 を 切って 刀の 撓ひを 試め し 

目釘の 検査、 足固め、 鎖 カタ ビラ 

キリリ 眼が つりあがる 程 

鉢巻 締めて、 胸 わくわく 

焦燥と 不安に 陣営の 湧き たっとき 

彼 は 人々 のす る こと を ぼんやりと 

気抜けの やうに 片隅で じっと見て ゐた、 

朋輩 は 彼 をせ きたて 

—— 行かう、 とい ふ 

彼 は 何処へ と たづね る 

I 戦場へ、 —— と 朋輩 はいふ、 



何 をし に と 彼 はいふ、 

—— 知れた こと ぢ や 首 獲り に ぢ や、 

この 血の巡りの 悪い 百姓 雑兵 は 

始めて 頭 をた てに 振って 

合点、 合点 

—— おら あ、 首 欲しうな いわ、 

—— 欲しうな うても 獲る のが 戦さぢ や、 

II 成程、 

—— 大将 は 敵の 首 をた い へ ん 所望 ぢゃ、 

—— 幾つ 獲って 来たらい、 だ、 

I いくつ、 そり や 多い 方が 機嫌が ぃゝ 



だが 敵 は 素直に 首 は 渡す ま ぃぞ、 

II 成程 

—— なにが 成程 ぢゃ、 

てめ いと 話 をして ゐ ると 

シンが 疲れる わ、 

そうれ 出陣に 法螺の 貝が 鳴り をった わい、 

I ぢゃ、 出かけべ い、 

小手 を かざして 見渡せば、 

山野に なびく 旗幟、 

白 字に 赤く、 上り藤、 下り 藤、 



ちょっくら 待って くれろ、 

お前 さま 敵の 首 を 獲って 来た だか、 

武士 は 呼び とめられて 

雑兵 を じっと見す かしながら 

—— いかにも、 首 はとって 参った 

群がる 敵陣に うってい リ 

当る を 幸 ひ 切り まくり、 

当る を 幸 ひ切リ まく リ、 

いくつ 獲って 来た だ、 

—— 一 つ 獲って 4 多った、 

—— それで は、 その 首 おれに くんろ、 



•I 何と 申す、 無礼者、 

•I 首 渡さねば、 お前 さまの 

首 もちよ つくら ネデ 切る だに、 

—これ は 無法な 奴 

おのれが 敵陣に かけこんで 

とって 参ったら よいに、 

•I そんな 事、 百 も 知って る だ、 

そんなら 殺生 嫌な こ つた、 

うぬら 百姓の 米 喰って 腹 減らして 

首と つ て 嬉しが つてる 

気が わからね いだ、 



I こいつ、 こいつ 大胆不敵な 奴、 

—— 文句い はねいで 首お いて ゆけ、 

武士 は 腹 を 立て、 大刀 抜き放し、 

百姓 雑兵に 切り かゝ ると 

雑兵 は 田舎 仕込の 太い腕で 

松の木 引つ こぬ いて 

、？ 入、 べん ふリま はして 

武士 を 追 ひつめ 首 を 横取りし てし まふ、 

こんな 調子で 味方の 武士の 

首 を 横取りして は 済ました 顔、 

おのれの 名誉の ために も 



飛ぶ 橇 

_ —— アイヌ 民族の 為め に 



1 1 _ 

冬が 襲って きた、 

他人に 不意に 平手で 



積まれた 焚 木の 上に 厚い ムシ 口 を かけたり、 

村の 背後の 林の 中から 

細い 丸太ん棒 を 引きずり だしてき たり、 

自分の 小屋の 倒れ かけた 壁 へ 

その 丸太 を もって 倒れない やうに 支へ をつ くる 

子供の 習字の 紙 を 小さく 切って、 

部屋 や、 物置 小屋の 窓と いふ 窓へ 目貼り をして 

風と 雪との 浸入に 瞒 へた。 



2 



3 

雪が 来る と、 この 最初の 雪 は 愛撫の 雪、 

山峡の 村 は 一 時ポ ッと暖 くな リ、 

寂しい 秋 を 放逐して くれた 新しい 

冬の 主人 を迎 へた やうに 瞬間 感謝の 気持になる、 

村の 娘た ちの 頰ぺ たに 朱が 加 へ られ、 

毛糸の 青い 手袋で、 こすれば こする 程 

頰は 林檎の やうに 赤く 可愛くな つた。 

寒気が つ の つてく ると 娘 達の 頰は 

こんど は 紫色に か は つ てく る、 



4 

『偶然 そこに 住む 事に なった 土地 土地の 

人間の 風習に 苦 もな く染 つて ゆく 

露西亜 人の 風習』 —— と 

ロシアの 詩人 は 歌った、 

樺 太の 人々 の 風習 もまた それに 似て ゐた、 

その 性質の 噓の やうな 柔軟性 

その 生活への 素直な 順応が 

良い ことか、 悪い ことか 人々 は 気づかない 



民族的な 激情 性 を ぶちまけて 

—— シャモ (和 人) たち、 

彼 はさう 叫んで 節 くれ 立った 握り拳で 

かなしげに 鼻の 頭 を 横 なぐりに こすり、 

—— シ ャモ、 おら 社会 民衆 党 さ 入った テ、 

アイヌ、 アイヌて 馬鹿にするな、 

アイヌ も 団結 すれば 強い テ、 

人々 は どっと 声 を 合して 笑った 

権 太郎は 人々 の 軽蔑の 笑 ひ を 聴く と 

一 層 悲しげ な 声 をし 

両手 を もって 幅広い 胸 を 抱える やうに し、 



その 胸 を 天にまで 突き あげよう とする 

はげしい、 だが 空しい 意志 を 示しながら 

—— シ ャモ、 おら、 社会 民衆 党 さ 入った テ、 

と 同じ こと を 何時までも くどくどと 繰り返し 

人々 が 全く 笑はなくなる と 

権 太郎は フィと 小屋 を 立ち去って 行った。 



5 

人々 は アイヌの 後 姿 を 見送った、 



—— こん 畜生 奴、 やめろ ティ 

彼 は 身 を 横に ふる、 

だが 彼の 顔 は 笑って ゐる、 

三つの 生物の 親密の 度合が 

雪の 中に 高ま つて ゆく、 

そして あらゆる 静かな 周囲の 世界の 中で 

もっとも 動的な ものと して 動いて ゐる。 



6 



衝動的な 笑 ひの それに 似て ゐる、 

そして その物 音 は 一 層 

周囲の 陰鬱 さ を 色 濃く する。 



7 

若い 山林 検査官が 村に 入る 岬の 

突端の 細い 路に 現れた、 

彼 は 人の良い 微笑 を もって 周囲 をみ ま はしながら 

旅行者ら しく 前屈みに 歩る いて ゐる、 



足から 雪 を 手で 払って ゐる、 

彼の 動作 は 非常に 静かで、 

曾って 自分が 失った 何物 か を 

地面に 探し 求めて 

あるいて ゐる やうに 絶えずう つ むき 

顔 を あげたと き 彼 は 強く 

呼吸 を 吐き だす やうであった。 



8 



訪ねる 家 を 物色す る 風であった、 

間もなく 山林 官は 

小さな 一 軒の 小 舎の 前に 立ち 

—— 親父、 居る か、 

と 高い 声で 呶鳴 ると 中から は 

ォ ー とい ふ 太い 声が きこえて きた、 

I 誰 だ あ、 

—— おれ だよ、 

—— あ、、 山林の 旦那 か あ、 入れ や、 よく 来た テ、 

山林 官 はの つたり と 小 舎に 入る 

中で は アイヌの 権 太郎が 突立ち あがり 



意味の ない 感動の 声 を あげ 

しばらく はゲ ラゲ ラと 笑って 客 を 歓迎した、 



9 

この 権 太郎の 親密な 小さな 村で は 

遠慮と いふ こと は 軽蔑され 憎まれて ゐ たから 

お 客はづ かづ かと 土間の 炉に 

濡れた 足 を 突 込んだ、 

山林 官は 猜疑 深い アイヌ 人と 



一 一人 は それ を 渡らなければ ならなかった、 

山林 官は水 の 流れの 激し さに 

暫し 躊躇して ゐ ると 

権 太郎は 肩幅の 広い 背 を つきだして 

おんぶ すれと いってきかない 

アイヌ は 獣よりも 確かな 敏捷な 足 どり を も つ て 

飛石 伝 ひに 彼 を 対岸まで 運んだ、 

山林 官は その 時の こと を 覚えて ゐる、 

大人が 大人 を 背負って ゐる とい ふこと は 

平凡で 異常で ない 出来事と はいへ ない 

こ、 ではた y アイヌの 愛情が それ を させた。 



山林 官が 追想 の 中から 引き だ せる もの は 

かって 子供の 頃 父親の 背に 

背負 はれた 記憶が よみが へ つたこと だ。 



o 

若い 山林 官と アイヌと は炉を 挟んで 

さまざまな 世間話 を 始める 

権 太郎の 息子が 町の 酌婦と 龃 落ち をして しまった 話 

そして 息子 は 女に 捨てられて 



暗い ボックスの 中で クラ リオ ネット を ふく、 

すべ て 和 人な みに なった こと は 

二人に とって 出世で あり 誇りに ちが ひない。 

ただ アイヌの 仲間が 死に、 村 を 去り、 

住居 を 孤立 させられ、 

同時に 山に はだん だんと 熊の 数が 

少なくな つ てく ると いふ ことが 

最大の 彼等の 悲しみであった、 

そして アイヌ 達 は * * ***** 

山の 奥へ 奥へ と、 林の 奥へ、 奥へ と、 

撒き ちらす ために 入つ て ゆく。 



手 も 心 も 泥棒して ゐる 製材業 者 や 

紙 をつ くる 会社な どであった、 
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これらの 人々 は 林の 木 を 乱伐し、 

切り 終へ たころ 『山火事 注意』 と 

山林 省で たてた 林の 中の 立札の 下へ 

ボイと 煙草 の 吸 殼を捨 てゝ ゆく、 

火 はトド 松の 根元から 



若し そのこと を * * ******* 

そして 世間の 人々 は 

なんて いふ * * * *、 

樺 太の 事情 を 知らない、 

とき ま つてい ふ、 

そして その 批評の 後に は 必ず 

—— 長い ものに は 巻かれれ とい ふ ことがある 

と附け 加へ る だら う、 



* * * * 客引き 男の 

長 着物 を 着ても よく 似合 ふで あらう し、 

前垂 を かければ 商人に もよ く 似合 ふ、 

* * * * を つければ 若い * * らしいだ らう 

菜 葉 服 を 着れば 職工に も、 

白衣 を 着れば 医者ら しく もなら う、 

百姓の ボロ着 もよ く 似合 ふ 害 だ、 

袖の ある ものへ 両手 を 通せば 

その 着た ものに 彼 はピッ タリす る、 
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彼 自身 その 理由 はよ く 判らなかった が、 

彼 自身 気づかぬ 間に 

彼の 住む 環境 を 北へ 北へ と 

しぜんに 移して 樺 太まで 

や つ て 来て しまった こと を 知って ゐる 

そして そこに は 彼に はか ぎらない、 

あらゆる 人々 が 彼と 



アイヌの やうに 真に 迎 へられて はゐ ない 

日本人 は 狩獵が 下手で あつたし、 

撃ちと つた 獣の 皮を剝 いで 

骨 や 死骸 を 平然と 捨てさつ たが、 

アイヌた ち は 獣の 骨 を 無数に 

小屋の 周囲に 飾り立てた、 
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彼等 は ， J れを 朝夕 熱心に 祈り、 



山林 官は すっかり 悲観して しま ふと 

権 太郎は 傍で 腹 を 抱へ て 笑 ひだす、 

—— 旦那、 山鳥 はかう して 撃つ もんだ て や、 

アイヌ は 先に 立って 場所 を 変へ 

そして 呼 笛の ねばりの ある 甘い、 

澄んだ 音響 を 林い つ ぱいに ひびかせる、 

すると 山鳥 は 前の やうに 

続々 と 二人の 頭上へ 集って くる。 
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彼 は 集って きた 山鳥に 

いかに 肥えて 美事な 一 羽が ゐ ようと 

高い 梢に 停まって ゐる ものから 

最初 撃ち 狙 ふこと をし ない、 

高い ところの もの を 撃つ、 

すると 下の 枝の もの はみ な 

落下す る 仲間 をみ て 

驚ろ いて 飛び立って しま ふから だ、 

彼 は 一 番 自分の 手近な ところから、 

それ は 標的と して 可能な ところ からだ、 

下の 枝に とま つ てゐる .&1 から 順々 に 



次第に 上の 枝の ものに 移り 射撃して ゆく、 

最後の 高い 梢に とまった 山鳥 を 

撃ちお としたと き は それで 全部 だ、 

7 

獲物 を 驚ろ かす こと は 意味がない 

銃 は 若い 山林 官の 手に 握られて ゐる 

ただ それだけ である、 

銃 は アイヌの 大きな 手の 中に 握られて ゐる、 



ヤス リで 鋸の 目 を 立てて ゐた、 
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雪の 中の 小屋 はあくまで 静かで、 

アイヌの 荒い 呼吸と、 

海の 遠 潮の 音と が 交互に きこえ、 

彼 は 折々 手 を 休め 

獣の 爪の やうな 堅い 爪 を もって 

目立ての 出来 工合 を 知る ために 



鋸の 一 端 を 爪で 弾いて みる、 

すると はじかれた 鋸が 

チ ー ンと時 を 報ずる 時計の やうな 

美しい 澄 音 を 小屋 中に ひ、 V かせる、 

その 時、 犬小屋 は 急に 騒がしく なり 

奇妙な 声 をた てゝ 

一 匹が 咆 えだす と 

全部の 犬が それに 続く、 

アイヌ は フッと 顔 を あげて 

なに か 落つ かぬ 表情 をす る、 

シ ッ シ ッと犬 を 叱る 声 をた てながら 
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月 は 何処に も 現れて ゐ ない、 

然し どこから ともなく 光りが 

いちめんに 村落 を 照らし 

雪の 層の 下で 

ァセチ リン 瓦斯 を 燃やして ゐる やうな 

異様な 青 さ を もって 

見渡す 雪原 は 雪明りで 輝 やいて ゐた。 

そのと き 村の 背後の 山の 

頂きから 斜面 を 



馬小屋の 破目 板に ぶっかって 

粉々 に 砕け散って しまった とき 

すべ て は 良し と 

この 雪 奴 は 山の頂の 

雪の 同類に むかって 

合図 をした のではなかった だら うか、 

山の頂で は 

お-つ 

II 応 

とこた へ て 雪の 大 軍が 轟々 と 鳴りながら 

濛々 雪け むり を あげて 

村 をめ がけて 雪崩 落ち てきた。 



出口 を 求める ために 

雪明りの さす 方に にじり 出た、 

そこに 破壊され た 天窓 を 発見し 

い つたん 彼 は そこから は ひ 出た。 
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同時に 小屋の 破れから 犬 達が 飛び だし 

先に 争って 遠くに 逃げて 行って しまった、 

村 は渗瞻 とした 自然の 暴威に 屈服し 



そして ふたたび 小屋の 煙の 中に 潜り込んで 行った。 



2 

2 

権 太郎は 心に 第三の 雪崩 を 予期し 

けだものよりも 敏捷な 態度で 

はげしく 山林 官の服 を ひ つば つてみ たが 

山林 官は しっかりと 

何 かに 咬 へられて ゐる やうに 動かなかった 

倒れ 落ちた 屋根の 梁 は 



犬 達 をい つたん 散らばし 

咆ぇ、 叫び、 嚙み、 威嚇して、 

十一 一頭の 犬 を 二列に ならばした 
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権 太郎は その 時 倒れた 犬小屋から 

橇を曳 き だしてき て 

山林 官の体 を その上に 横た へ 、 

犬た ちの 首輪 を 海豹 製の 
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